




要約:小児悪性新生物長期生存患者登録(以下長期生存登録と略す)には,1980 年の開始以

来 343 例の白血病患者が登録されている。この登録患者について自覚的および他覚的な障

害の所有率,身長発育,初潮年齢などについて検討した。急性リンパ球性白血病では急性非

リンパ球性白血病に比し頭頸部に関する異常が多く,逆に後者ではその他の肉体的異常の

割合が多かった。初潮発来の平均年齢は正常女児並であったが発来の早い例の割合が多か

った。身長分布は正常並であった。 


